
未
来
未
来
を
つ
く
る

を
つ
く
る  

土土
の
は
な
し
。

の
は
な
し
。

03冬号 2022



わ
た
し
た
ち
の
足
元
に
広
が
る
土
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
や

食
糧
危
機
な
ど
の
環
境
問
題
と

密
接
に
関
わ
る
と
し
て
、

土
と
の
付
き
合
い
方
が

見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

土
に
ま
つ
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
と
に

土
か
ら
わ
た
し
た
ち
の
未
来
に

つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。

04 冬号 2022
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藤井 一至 （ふじい かずみち）
土の研究者。森林総合研究所主任研究員。1981年富山
県生まれ。京都大学博士 ( 農学 )。カナダ極北の永久凍土
からインドネシアの熱帯雨林までスコップ片手に世界、日本
の各地を飛び回る。第１回生態学会奨励賞、第 33回土壌
肥料学会奨励賞、第 15回農学進歩賞受賞。著書に『土 
地球最後のナゾ』（光文社、第7回河合隼雄学芸賞受賞）『大
地の五億年』(山と溪谷社 )など

場
所
に
よ
る
土
の
違
い

と
こ
ろ
が
、
土
は
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
水
の
乏
し
い
砂
漠
地
帯
で
は
岩
石
の

風
化
が
進
ま
ず
、
粘
土
が
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

植
物
も
育
ち
に
く
い
の
で
、
腐
植
も
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。
水
浸
し
だ
と
有
機
物
の
分
解
が

進
ま
ず
泥
炭
土
に
な
り
、
寒
い
と
土
が
凍
っ

た
ま
ま
の
永
久
凍
土
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ま

ま
で
は
種
を
ま
い
て
も
、
イ
ネ
も
野
菜
も
育

ち
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
土
が
ネ
バ
ネ
バ
、
フ
カ

フ
カ
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
当
た
り
前
で
は
な
い

の
で
す
。

一
方
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
、北
米
プ
レ
ー
リ
ー
（
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
・
カ
ナ
ダ
）、
南
米
パン
パ
（
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
）
に
は
土
の
皇
帝
と
呼
ば
れ
る

チ
ェ
ル
ノ
ー
ゼ
ム
、
イ
ン
ド
に
は
玄
武
岩
由
来

の
ひ
び
割
れ
粘
土
質
土
壌
、
中
国
に
は
黄
土

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
肥
沃
な
土
の
場
所
を
足

し
合
わ
せ
て
も
陸
地
面
積
の
11
％
に
す
ぎ
ま

せ
ん
が
、
世
界
人
口
の
8
割
、
60
億
人
分
の

食
料
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

未来をつくる土のはなし。　 未来をつくる土のはなし。　 

土
って
何
？

土
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の
食
べ
物
の
95
％

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
残
り
5
％
が
海
で

す
。
身
近
な
存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

土
と
は
何
な
の
か
？
と
い
う
簡
単
な
質
問
に

答
え
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

土
に
は
、
多
く
の
ナ
ゾ
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
し
土
の
こ
と
を
掘
り
下
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

土
と
は
動
植
物
の
遺
体
が
腐
っ
た
も
の
と

岩
石
の
風
化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
砂
、
粘
土

の
混
合
物
で
す
。
ミ
ミ
ズ
や
微
生
物
な
ど
生

物
の
存
在
が
土
と
岩
石
の
違
い
で
あ
り
、
そ
の

場
に
お
け
る
変
化
の
有
無
が
土
と
地
層
の
違

い
で
す
。
土
の
粒
子
は
バ
ラ
バ
ラ
に
あ
る
だ
け

で
な
く
、
ミ
ミ
ズ
や
微
生
物
の
出
す
接
着
物

質
の
働
き
で
団
粒
と
呼
ば
れ
る
立
体
構
造
を

構
築
し
ま
す
。
す
る
と
、
そ
の
す
き
間
に
水

や
空
気
の
通
り
道
が
で
き
、
土
は
フ
カ
フ
カ

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
植
物
が
根
を

張
り
や
す
い
土
に
な
り
、
イ
ネ
や
野
菜
が
よ

く
育
ち
ま
す
。

土土のの物質循環と
食糧生産機能
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土
が
黒
い
理
由

日
本
は
活
火
山
が
多
く
（
111
か
所
）、
噴
火

に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
軽
石
や
火
山
灰
が
堆

積
し
て
い
ま
す
。
黒
く
て
歩
く
と
ボ
ク
ボ
ク

音
が
す
る
た
め
、
黒
ぼ
く
土
と
呼
ば
れ
ま
す
。

100
年
に
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚
み
の
土
が
堆

積
し
ま
す
。
日
本
の
国
土
の
31
％
を
黒
ぼ
く

土
が
占
め
ま
す
が
、
世
界
の
陸
地
面
積
に
対

す
る
割
合
は
0
．
8
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

火
山
地
帯
限
定
の
特
殊
な
土
で
す
。

土
が
黒
い
の
は
、
動
植
物
の
遺
体
が
変
質

し
た
腐
植
物
質
の
色
で
す
。
土
に
は
大
気
中

の
二
酸
化
炭
素
量
の
２
倍
、
植
物
の
３
倍
の

炭
素
が
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
黒
い
土
は
炭
素

を
多
く
閉
じ
込
め
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

の
増
加
を
防
ぎ
ま
す
。
数
万
年
か
け
て
土
の

中
に
死
ん
だ
動
物
や
植
物
の
成
分
が
少
し
ず

つ
土
に
残
り
、
今
も
眠
っ
て
い
る
の
で
す
。

土
と
食
糧
生
産
の
関
係

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
は
土
の
有
機
物
を
植

物
の
栄
養
源
と
し
て
食
料
を
生
産
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
土
を
耕
す
こ
と
で
腐
植
が
分

解
さ
れ
、
二
酸
化
炭
素
が
放
出
さ
れ
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
原
因
の一つ
で
す
。
黒
い
土
が

茶
色
い
土
、
赤
い
土
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
土

が
硬
く
な
り
、
植
物
が
よ
く
育
ち
ま
せ
ん
。

化
学
肥
料
を
ま
け
ば
土
を
回
復
で
き
ま
す

が
、
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
牛
糞
は
日
本
で

は
余
っ
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
ド
や
ア
フ
リ
カ
で

は
牛
糞
を
燃
料
や
建
材
に
使
い
ま
す
。
肥
料

不
足
で
食
料
が
十
分
に
生
産
で
き
な
い
こ
と

で
、
世
界
人
口
の
１
割
、
8
億
人
の
人
々
が

飢
餓
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

黒
ぼ
く
土
や
田
ん
ぼ
の
土
は
腐
植
を
多
く

貯
め
こ
み
な
が
ら
、
食
料
を
生
み
出
し
続
け

て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
比
較
的
恵
ま
れ
た

気
候
・
土
壌
条
件
の
日
本
で
す
が
、
低
い
食

料
自
給
率
、
化
学
肥
料
や
輸
入
飼
料
・
燃
料

の
価
格
高
騰
な
ど
の
問
題
を
多
く
抱
え
て
お

り
、
土
の
底
力
を
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
温
暖

化
を
抑
止
し
な
が
ら
持
続
的
に
食
料
を
生
み

出
す
た
め
に
は
、
足
元
の
土
の
理
解
が
不
可

欠
で
す
。

　未来をつくる土のはなし。　未来をつくる土のはなし。 世界の土壌図
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山川 勇一郎 （やまかわ ゆういちろう）
たまエンパワー株式会社代表取締役。幼少期から自然に親
しむ。自然学校等を経て、地元にUターン。太陽光発電と
農業を組み合わせた『ソーラーシェアリング』を相模原市
で初めて実現。33種類 1100 本のブルーベリーの摘み取
りや食農体験ができる会員制の体験農園「さがみこベリー
ガーデン」を運営。食とエネルギーを通じて自然と調和し
た地域の未来づくりを目指す。

太陽光発電太陽光発電のの
NIMBYNIMBY問題問題を超えてを超えて

私
は
神
奈
川
県
相
模
原
市
の
山
間
部
で

農
業
と
太
陽
光
発
電
を
同
時
に
行
う
「
ソ
ー

ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
＝
S
S
）」
と
い
う
手
法

を
用
い
て
、
会
員
制
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
体
験

農
園
を
営
ん
で
い
ま
す
。

か
つ
て
は
富
士
山
麓
の
ホ
ー
ル
ア
ー
ス
自

然
学
校
に
11
年
ほ
ど
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

3.
11
を
機
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
強
い
関

心
を
抱
き
、故
郷
の
東
京
都
多
摩
市
に
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
「
た
ま
エ
ン
パ
ワ
ー
㈱
」
を
創
業
。
屋

根
上
の
太
陽
光
発
電
を
中
心
に
再
エ
ネ
関
連

事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
Ｓ
Ｓ

を
知
り
、
3
年
前
に
「
㈱
さ
が
み
こ
フ
ァ
ー

ム
」
を
設
立
し
て
本
格
的
に
農
業
に
参
入
。

耕
作
放
棄
地
を
借
り
受
け
、会
員
制
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
体
験
農
園
『
さ
が
み
こ
ベ
リ
ー
ガ
ー

デ
ン
』
を
今
年
6
月
に
開
園
し
ま
し
た
。
太

陽
光
パ
ネ
ル
下
で
33
種
類
1,
1
0
0
本
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
ポ
ッ
ト
養
液
栽
培
で
育
成
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り
を
は
じ
め
、
養

蜂
や
キ
ノ
コ
な
ど
食
農
系
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う

な
ど
、”自
然
学
校
“
的
要
素
も
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
現
在
会
員
は
430
名
、
耕
作
面
積
は

当
初
の
6
倍
の
1.4
h
a
に
な
り
ま
し
た
。

未来をつくる土のはなし。　 未来をつくる土のはなし。　 

う
ち
の
近
所
に
置
か
な
い
で

F
I
T
（
※
）
施
行
後
、
日
本
各
地
で
太

陽
光
発
電
所
が
開
発
さ
れ
、
比
例
す
る
よ
う

に
地
域
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
土
地
利
用
に
関
す
る
根
深
い
問
題
が

あ
り
ま
す
が
、
一
連
の
”太
陽
光
バ
ブ
ル
“
に

よ
っ
て
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
必
要
だ
け
ど
、

身
近
な
場
所
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ

る
の
は
イ
ヤ
。」
そ
ん
な
思
い
を
抱
く
人
が
増

え
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
私
は
「
太

陽
光
発
電
の
N
I
M
B
Y
問
題
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
N
I
M
B
Y
と
は
”N
o
t
i
n

m
y
b
a
c
k
y
a
r
d
“
の
略
で
、
火

葬
場
や
ご
み
処
理
場
な
ど
、
社
会
に
必
要
な

迷
惑
施
設
に
対
す
る
人
間
の
心
理
を
指
し
ま

す
。
太
陽
光
発
電
は
原
発
な
ど
と
違
っ
て
人

目
に
触
れ
や
す
い
の
で
、
N
I
M
B
Y
問
題

が
起
き
や
す
い
。
で
も
、
少
し
立
ち
止
ま
っ
て

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
太
陽
光
は
ダ
メ
、
陸

上
風
力
も
反
対
、原
発
も
化
石
燃
料
も
Ｎ
Ｇ
、

だ
と
す
る
と
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は

ど
の
よ
う
に
賄
う
の
で
し
ょ
う
か
？
太
陽
光

発
電
自
体
は
脱
炭
素
の
有
力
な
技
術
で
あ

ソーラーシェアリング型の体験農園
「さがみこベリーガーデン」

※ 固定価格買取制度
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り
、
そ
れ
と
前
述
の
地
域
ト
ラ

ブ
ル
は
本
来
別
問
題
で
す
。
そ

れ
ら
を
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
し
て「
太

陽
光
＝
悪
」
と
い
う
風
潮
が

N
I
M
B
Y
問
題
に
拍
車
を
か

け
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
な
お
、

日
本
政
府
は
2
0
3
0
年
ま
で

に
C
O
2
排
出
量
を
13
年
度

比
▲
46
％
を
目
標
に
、
主
力
電

源
と
し
て
太
陽
光
発
電
を
倍
増

さ
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。
10
年

で
２
倍
は
相
当
高
い
目
標
で
す
。

で
は
、
だ
れ
が
、
ど
こ
に
、
ど

う
や
っ
て
、
そ
れ
だ
け
の
太
陽

光
を
導
入
す
る
の
で
し
ょ
う
？

業
は
簡
単
で
は
な
い
で
す
ね
。
日
々
実
感
し
ま

す
。
そ
れ
で
も
挑
戦
す
る
価
値
は
あ
る
と
感
じ

ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
「
稼
ぐ
農
業
」
と
「
地

域
共
生
」
で
す
。
特
に
「
地
域
共
生
」
は
、

N
I
M
B
Y
問
題
を
超
え
る
カ
ギ
で
す
。
私
た

ち
は
災
害
時
に
自
治
会
に
非
常
用
電
源
と
し

て
発
電
所
を
開
放
し
た
り
、
収
穫
作
業
で
地

域
住
民
を
雇
用
し
た
り
、
地
域
の
中
学
生
の

職
場
体
験
を
受
入
れ
た
り
等
、
地
域
と
共
生

す
る
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、「
地
域
と
共

生
す
る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
発
電
所
＋
稼

ぐ
農
業
」
を
モ
デ
ル
化
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
社

会
に
と
っ
て
大
き
な
希
望
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
地
球
の
こ
ど
も
」
読
者
の
み
な
さ
ん
、
百

聞
は一
見
に
如
か
ず
。
ぜ
ひ
現
地
に
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。
キ
レ
イ
ゴ
ト
で
は
な
く
、
極
め

て
保
守
的
な
農
業
行
政
と
、
利
害
が
複
雑
に

絡
み
あ
う
地
域
社
会
と
向
き
合
い
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
進
む
中
に
あ
る
希
望
の
種
を
、

肌
で
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
は
じ
め
た
ら
、
や
め
な
い
。」
自
然
学
校

時
代
の
ボ
ス・
広
瀬
ア
ッ
パー
の
言
葉
を
胸
に
、

土
に
ま
み
れ
て
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
問
題
を
超
え
る
、
具
体
的
な
解

決
策
が
必
要
で
す
。

地
域
と
共
生
す
る
太
陽
光
発
電

私
は
「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
＝

S
S
）」
が
突
破
口
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｓ
と
は
、
農
作
物
の
生
育
に
必
要
十
分
な

光
が
当
た
る
よ
う
に
す
き
間
を
空
け
て
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
農
地
で
農
作
物
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
同
時
に
生
産
す
る
日
本
発
の
技
術

で
す
。
日
本
の
農
地
面
積
は
440
万
h
a
、
う

ち
6.7
%
が
荒
廃
農
地
で
す
。
仮
に
、
荒
廃
農

地
の
半
分
に
遮
光
率
40
%
で
S
S
を
設
置
し

た
ら
、実
に
72
G
W
相
当
で
す
。
農
地
は
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
地
」
と
し
て
も
大
き
な
可

能
性
を
秘
め
て
お
り
、
う
ま
く
や
れ
ば
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
農
業
・
地
域
の
問
題
を
同
時
に

解
決
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
は
実

際
に
S
S
に
取
り
組
む
中
で
、
一
定
の
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
Ｓ
Ｓ
の
中
に
は
農
業
を
疎
か
に
す
る

ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
発
電

も
農
業
も
自
立
し
た
経
営
を
目
指
し
、
農
業

法
人
を
設
立
し
て
３
年
余
経
ち
ま
す
が
、
農
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「
土
の
惑
星
」
地
球

太
陽
系
で
土
壌
が
存
在
す
る
の
は
地
球
だ

け
で
あ
り
、
唯
一
生
命
が
宿
る
星
で
す
。
地
球

は
、
46
億
年
前
に
誕
生
し
、
最
初
の
生
命
は

40
億
年
前
に
水
中
で
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
35
億
年
も
の
長
い
間
地
球
生
命
は
水
中

で
進
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
５
億
年
前
に

海
中
か
ら
陸
上
に
植
物
が
這
い
上
が
り
、
そ

の
後
動
物
が
上
陸
し
ま
し
た
。
植
物
や
動
物

未来をつくる土のはなし。　 未来をつくる土のはなし。　 

の
土
壌
の
33
％
以
上
が
劣
化
し
て
い
る
（
国
連

食
糧
農
業
機
関
F
A
O
、
2
0
1
8
）
と
言
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
、
気
候
変
動
な
ど
の
影
響

が
加
わ
っ
て
食
糧
生
産
な
ど
を
危
く
し
て
お

り
、
食
料
不
足
を
招
い
て
い
ま
す
（
飢
餓
人
口

約
8.3
億
人
、
国
連
2
0
2
1
）。
ま
た
、
土
壌

が
提
供
す
る
様
々
な
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
も
損

な
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
国
連
は
、
土
壌
問

題
を
深
刻
に
受
け
止
め
、2
0
1
5
年
を
「
国

際
土
壌
年
」、
毎
年
10
月
５
日
を
「
土
壌
の

日
」
と
し
、「
土
壌
を
正
し
く
認
識
し
、
適

切
に
管
理
し
、守
っ
て
い
く
こ
と
こ
そ
が『
我
々

の
望
む
未
来
』
の
実
現
に
貢
献
し
、
限
り
あ

る
土
壌
資
源
の
持
続
性
を
増
進
す
る
こ
と
と

な
る
。」
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
人
類
に

は
、
土
壌
資
源
を
保
全
し
、
未
来
の
人
類
に

地
球
の
財
産
と
し
て
残
す
責
務
が
あ
り
ま
す
。

我
が
国
は
、
食
料
・
木
材
と
も
に
約
６
割
を

海
外
に
依
存
し
て
お
り
、
生
産
の
場
で
あ
る

土
壌
問
題
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

F
A
O
（
2
0
1
5
）
は
、
土
壌
保
全
の
た
め

の
政
策
方
針
の一つ
に
「
土
壌
に
関
す
る
教
育

と
啓
発
活
動
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

福田 直 （ふくだ ただし）
海城学園高等学校、桐蔭学園高等学校、埼玉県立高等学
校教員、教育局、校長を経て武蔵野学院大学教授。現在
武蔵野学院大学客員教授。東京理科大学等講師、埼玉県
立松山高等学校 SSH運営指導委員・埼玉県立川越高等
学校サイエンス探究スーパーバイザー、埼玉県環境アドバイ
ザー他。

土土の未来の未来をを考える考える

の
死
骸
は
大
地
を
覆
う
風
化
が
進
ん
だ
岩
盤

と
混
じ
り
合
い
、
少
し
づ
つ
土
が
作
ら
れ
始

め
ま
し
た
。
土
は
生
命
体
を
育
て
、
生
命
体

は
土
を
作
り
ま
す
。
そ
の
繰
り
返
し
で
、
土

は
次
第
に
厚
く
な
り
、
土
壌
層
位
を
作
り
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
地
球
の
薄
皮
で
あ
る
土

壌
は
平
均
す
る
と
わ
ず
か
18
c
m
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
土
壌
1
c
m
が
作
ら
れ
る
の

に
、
数
百
年
か
か
る
の
で
す
。
地
球
以
外
の

惑
星
や
衛
星
に
土
が
な
い
の
は
、
生
命
体
が
い

な
い
か
ら
で
す
。土
は
生
命
体
と
の
合
作
で
す
。

土
は
有
限
な
資
源

土
壌
は
、
植
物
生
産
や
水
分
浄
化
・
貯
蔵
、

分
解
・
物
質
循
環
、
吸
着
・
緩
衝
、
地
球
温

暖
化
抑
制
な
ど
様
々
な
機
能
を
有
し
、
地
球

生
態
系
を
支
え
、
人
類
を
は
じ
め
と
す
る
生

命
体
の
生
存
基
盤
で
あ
り
、
生
物
多
様
性
の

場
で
も
あ
り
ま
す
。
と
は
い
え
、
土
壌
は
有

限
な
資
源
で
あ
り
、
人
間
に
よ
る
過
度
の
酷

使・浪
費
に
よ
り
、劣
化
が
進
み
、侵
食
さ
れ
、

砂
漠
化
に
至
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

古
代
文
明
の
中
に
は
破
綻
・
崩
壊
に
至
っ
た

歴
史
的
事
実
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
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小学校における出前授業

土
壌
保
全
は
土
壌
教
育
か
ら

世
界
の
土
壌
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
今

日
、
21
世
紀
を
担
う
児
童
・
生
徒
が
土
壌

に
関
心
を
持
ち
、
土
壌
理
解
を
深
め
、
土
壌

保
全
に
貢
献
す
る
態
度
・
行
動
が
採
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
世
界
土
壌
憲

章
（
F
A
O
、
2
0
1
5
）
に
あ
る
通
り
、
人

類
の
文
明
を
支
え
る
た
め
に
は
土
壌
に
関
す

る
知
識
と
そ
の
保
全
が
不
可
欠
で
あ
り
、
土

壌
資
源
を
守
る
上
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
我
が
国
の
児
童
・
生
徒
の
土
へ
の
関
心

必
然
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

土
壌
リ
テ
ラ
シ
ー
の
育
成

土
壌
教
育
の
目
的
は
、
土
壌
リ
テ
ラ
シ
ー

（
土
壌
を
理
解
し
、
そ
の
知
識
を
保
全
な
ど
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
）
を
育
む
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
児
童
・
生
徒
期
は
、
資
質
・
能

力
と
し
て
土
壌
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
む
重
要
な

時
期
で
あ
り
、
特
に
土
壌
に
依
存
す
る
食
糧

や
木
材
、
様
々
な
資
材
な
ど
の
輸
入
国
で
あ

る
我
が
国
の
グ
ロ
ー
バル
人
材
育
成
上
の
使
命

で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。
単
に
、
土
壌
知
識

を
習
得
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
汎
用
を

思
考
し
、
活
か
す
土
壌
リ
テ
ラ
シ
ー
の
基
盤

を
形
成
す
る
上
で
、
土
壌
教
育
は
極
め
て
大

切
で
す
。
し
か
し
、
我
が
国
の
成
人
の
土
壌

リ
テ
ラ
シ
ー
習
得
の
度
合
い
（
土
壌
知
識
・
関

心
、
土
壌
保
全
貢
献
な
ど
）
を
調
べ
る
と
、
1.1

（
10
段
階
）
と
低
く
、
ほ
と
ん
ど
育
ま
れ
て
い

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
（
参
考
：
ア
メ
リ
カ

4.1
）。
土
の
未
来
を
考
え
る
上
で
、
土
壌
課
題

を
見
出
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
判
断
・
行

動
が
と
れ
る
土
壌
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付
け

た
人
材
育
成
に
重
点
を
置
く
土
壌
教
育
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

は
低
く
、
理
解
や
知
識
は
乏
し
い
の
が
実
態

で
あ
り
、
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に

は
、
幼
稚
園
教
育
要
領
の
「
環
境
」
に
土
を

位
置
づ
け
た
り
、
学
習
指
導
要
領
に
積
極
的

に
土
・
土
壌
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
日
本
の
教
科
書
に
は
、
欧
米
で

見
ら
れ
る
土
壌
単
元
は
な
く
、
様
々
な
教
科・

科
目
に
分
散
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
故
、
学
際
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
土
壌
に

つ
い
て
は
、
教
科
横
断
的
に
扱
う
こ
と
を
模

索
し
て
欲
し
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
総
合

的
な
探
究
の
時
間
等
で
土
壌
探
究
を
す
る
場

合
（
例
え
ば
、
S
D
G
s
「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」・

「
陸
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」
の
目
標
へ
の
取
組
と

し
て
食
品
ロ
ス
や
温
暖
化
と
土
壌
、
循
環
型
社

会
の
構
築
、
な
ど
）、
地
域
の
大
学
や
企
業
、

生
涯
学
習
機
関
等
と
連
携
し
た
り
、
様
々
な

人
材
を
活
用
す
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
予
測
不
能
な
課
題
に
取
り
組
む
に
は
、

従
来
型
の
教
科
中
心
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
対

応
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
、
学
年
の
壁
を
越

え
た
学
校
全
体
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
確

立
に
は
関
連
諸
機
関
と
連
携
し
、
教
育
に
必

要
な
人
材
、
資
源
を
外
部
に
求
め
る
こ
と
も
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環境質の重要性の評価における
土壌の捉え方の日米の相違

図

環境質の重要性の評価
7つの環境質の中で最も重要と考えるものを一つ選ぶ、環境質総計を100
とする

アメリカ市民：土壌 30・空気 20・水 20・生活空間 12.5・鉱物 7.5・
野生生物５・森林５

日本の成人：水 30.5・空気 26.9・森林 16.2・生活空間 11.4・鉱物 7.8・
土壌 5.4・野生生物 1.8

日本高校生：空気 36.1・水 30.9・森林 16.5・鉱物 8.2・生活空間 3.1・
野生生物 3.1・土壌 2.1
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多田 君枝 （ただ きみえ）
1990年の創刊と同時に建築・インテリアの専門誌『コンフォ
ルト』（建築資料研究社発行）編集部に在籍。1997 ～
2001 年および 2004 ～ 2022 年編集長。別冊『土と左
官の本１～４』も企画編集。2012 年～左官職人が主体と
なっている一般社団法人日本左官会議事務局長。
日本左官会議Webサイトwww.sakanjapan.com

包容力があって奥深い。包容力があって奥深い。
いまこそいまこそ
日本の土壁に注目を

未来をつくる土のはなし。　 未来をつくる土のはなし。　 

木
舞
（
こ
ま
い
）
土
壁
で
す
。

木
舞
と
は
、
小
割
に
し
た
竹
に
藁
縄
を
か

ら
げ
、
格
子
状
に
固
定
し
た
土
壁
の
下
地
で

す
。
田
ん
ぼ
や
山
か
ら
採
っ
て
き
た
粘
土
に
、

刻
ん
だ
稲
藁
（
藁
ス
サ
）
と
水
を
混
ぜ
て
練
っ

て
お
き
、
木
舞
に
塗
り
つ
け
て
穴
を
ふ
さ
ぐ
。

反
対
側
か
ら
も
土
を
塗
っ
て一
体
に
す
る
。
こ

れ
を
「
荒
壁
（
あ
ら
か
べ
）」
と
い
い
ま
す
。

さ
ら
に
大
直
し
、
中
塗
り
な
ど
土
を
塗
り
重

ね
て
い
き
ま
す
。
仕
上
げ
に
は
、漆
喰
や
色
土
、

色
砂
な
ど
を
用
い
ま
す
。

か
つ
て
、
木
舞
掻
き
や
荒
壁
つ
け
は
村
の
共

同
体
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
も
女
性
も
参
加
し

ま
し
た
。
藁
を
刻
み
、
粘
土
と
混
ぜ
て
素
足

で
踏
ん
で
練
る
、
泥
団
子
を
つ
く
っ
て
人
か
ら

人
へ
手
渡
し
、
木
舞
に
塗
り
つ
け
て
い
く
。
そ

れ
は
、
た
いへん
な
が
ら
も
楽
し
い
作
業
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。一方
で
は
左
官
職
人

に
よ
っ
て
、
左
官
壁
の
機
能
や
表
現
の
仕
方
は

高
度
に
発
展
、
洗
練
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

土
壁
の
土
は
、
い
っ
た
ん
落
と
し
て
も
練
り

直
し
て
ま
た
使
え
ま
す
。
竹
（
地
域
に
よ
っ
て

は
ヨ
シ
）
は
数
年
で
育
つ
し
、
米
の
副
産
物
で

あ
る
藁
は
毎
年
採
れ
ま
す
。
藁
で
で
き
た
畳

ア
フ
リ
カ
や
中
近
東
ば
か
り
で
は
な
い
、

日
本
の
建
物
の
壁
も
「
土
」
だ
っ
た

ボ
ー
ド
下
地
に
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
。
現
在
、
日

本
の
建
物
の
壁
は
、
住
宅
で
も
店
舗
で
も
オ

フ
ィ
ス
で
も
そ
れ
が
あ
た
り
ま
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
ボ
ー
ド
の
普
及
が
始
ま
っ
た
の

は
戦
後
、
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス
が
一
般
的
に
な
っ
た

の
は
1
9
8
0
年
代
以
降
で
す
。
で
は
、
も

と
も
と
日
本
の
建
物
の
壁
は
何
で
つ
く
ら
れ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

答
え
は
「
土
」
で
す
。

土
の
壁
な
ん
て
ア
フ
リ
カ
や
中
近
東
の
話
で

は
、
と
感
じ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
古
代
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
ま
で
、

土
蔵
は
も
ち
ろ
ん
城
郭
か
ら
庶
民
の
家
に
い

た
る
ま
で
、
日
本
の
壁
は
ほ
と
ん
ど
土
で
つ

く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
表
層
だ
け
で
は
な
く
、

壁
本
体
が
土
だ
っ
た
の
で
す
。

国
土
の
7
割
近
く
を
森
林
が
占
め
る
日
本

で
は
、
木
造
軸
組
構
法
が
発
達
し
て
き
ま
し

た
。
基
礎
の
上
に
柱
を
立
て
、
梁
を
渡
し
、

屋
根
を
架
け
る
。そ
こ
に
地
元
の
材
料
を
使
っ

て
壁
を
つ
く
る
方
法
と
し
て
確
立
し
た
の
が
、

荒壁を塗っているところ。
左官は川口正樹さん。

愛知県の建築家、丹羽明人さん
設計の木組土壁の家。温熱環境
も優れている。

土壁土壁
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　未来をつくる土のはなし。　未来をつくる土のはなし。

の
床
（
と
こ
）
や
ム
シ
ロ
、
縄
、
漁
網
な
ど
は

用
済
み
と
な
れ
ば
ス
サ
に
す
る
な
ど
、
再
利

用
も
な
さ
れ
ま
し
た
。
木
舞
土
壁
は
も
と
も

と
循
環
す
る
自
然
素
材
で
成
り
立
っ
て
い
る
の

で
す
。
環
境
面
か
ら
い
え
ば
、
素
材
の
製
造

や
施
工
に
お
い
て
化
石
燃
料
の
使
用
量
が
格

段
に
少
な
い
こ
と
も
利
点
で
し
ょ
う
。

戦
後
、
せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
が
普
及
す
る
と

木
舞
は
必
要
な
く
な
り
、
土
で
は
な
く
メ
ー

カ
ー
が
製
造
す
る
左
官
材
が
塗
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
共
同
体
も
崩
壊
し

て
い
く
な
か
、
土
壁
の
衰
退
は
時
代
の
必
然

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
じ
つ
は
そ
の
間
も
、
強
い
意
志
と

環
境
問
題
や
地
域
文
化
の
継
承
の
観
点
か
ら

再
び
注
目
さ
れ
る
「
土
」

近
代
工
法
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
環
境
問
題
や
地
域
の
風
土

や
文
化
の
継
承
を
考
え
た
と
き
、
土
を
使
い

つ
つ
、
機
能
や
性
能
を
高
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
、
と
い
う
の
が
ク
ラ
テ
ー
ル
の
考
え
方
で
す
。

実
際
、
セ
メ
ン
ト
の
代
わ
り
に
土
を
使
お
う
と

い
う
動
き
も
起
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
日
本

の
左
官
技
術
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
繊
細

で
美
し
い
仕
上
が
り
と
な
り
、
モ
ダ
ン
な
建
築

と
も
相
性
が
よ
い
か
ら
で
す
。

「
い
ま
は
、
土
を
塗
れ
る
職
人
な
ん
て
い
な

い
で
し
ょ
う
」
な
ん
て
簡
単
に
言
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
や
る
気
と
技
術
の
あ
る
左
官
は
い

ま
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
な
に
よ
り
土
壁
の

世
界
は
お
も
し
ろ
い
。
多
く
の
人
に
注
目
し
て

ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

情
熱
を
持
つ
職
人
や
建
築
家
、
研
究
者
、
施

主
に
よ
っ
て
、
伝
統
構
法
は
継
承
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
い
ま
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
家

の
つ
く
り
か
た
と
し
て
、新
し
い
表
現
と
し
て
、

土
壁
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

土
壁
の
家
は
冬
寒
い
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
断
熱
材
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
土

の
蓄
熱
性
を
生
か
し
つ
つ
、
冬
暖
か
く
夏
涼

し
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
少
な
い
家
が
建
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
所
の
人
た
ち

や
友
人
を
集
め
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

木
舞
掻
き
や
荒
壁
つ
け
を
行
う
人
た
ち
も
い

ま
す
。
材
料
に
故
郷
の
土
や
砂
を
混
ぜ
て
み

る
の
も
い
い
し
、
左
官
職
人
が
塗
る
現
場
を

見
学
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
土
壁
を
採
り

入
れ
る
こ
と
で
、
家
づ
く
り
は
ぐ
ん
と
身
近

に
楽
し
く
な
る
の
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
に
「
ク
ラ
テ
ー
ル

（
C
R
A
T
e
r
r
e
）」
と
い
う
、
グ
ル
ノ
ー

ブ
ル
国
立
建
築
大
学
付
属
の
土
建
築
研
究
所

が
あ
り
ま
す
。
土
を
使
う
住
居
や
宗
教
施
設

は
、
中
近
東
や
ア
フ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
南
北
ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア

ニ
ア
な
ど
世
界
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は

フランスのスポーツセンター（事務棟）で
日本式の土壁を施工。指導は鈴木晋作さん
（撮影も）。
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森 由美 （もり ゆみ）
「やきもの」の魅力を伝える陶磁研究家。東洋陶磁専門の
戸栗美術館で学芸員、日本陶磁協会で専門月刊誌『陶説』
を９年間編集、その後、独立して執筆、講演、企画などで
活動。戸栗美術館学芸顧問、女子美術大学非常勤講師、
カルチャースクール講師。テレ東系「開運！なんでも鑑定団」
に出演中。

人
と
や
き
も
の
の
歴
史

日
本
の
中
世
す
な
わ
ち
鎌
倉
・
室
町
時
代

は
、
土
を
硬
く
焼
き
締
め
た
だ
け
の
無
釉
の

や
き
も
の
が
大
活
躍
し
た
時
代
で
す
。
そ
れ

ら
は
大
型
の
甕か

め
や
壺
で
、
素
朴
で
飾
り
気
の

な
い
、
焼
け
た
赤
い
土
色
を
し
て
い
ま
す
。
口

の
大
き
な
甕
は
水
を
入
れ
る
も
の
。
上
下
水

道
の
な
い
時
代
、
家
の
土
間
に
据
え
ら
れ
水

を
湛
え
た
甕
は
、
人
々
の
生
活
に
必
須
の
も

の
で
し
た
。
口
の
小
さ
な
壺
は
大
事
な
も
の
を

貯
蔵
す
る
容
器
。
来
年
蒔
く
種
籾
を
入
れ
る

壺
は
種
壺
と
呼
ば
れ
ま
す
。
壺
の
肩
に
〆
縄

の
よ
う
な
刻
み
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

土
と
や
き
も
の

日
々
の
暮
ら
し
で
、
朝
か
ら
晩
ま
で一
度
も

「
や
き
も
の
」
に
触
れ
ず
に
過
ご
す
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？
こ
の
質
問
に
ほ
と
ん
ど
の
人

が
首
を
横
に
振
り
ま
す
。
ご
飯
茶
碗
、パン
皿
、

マ
グ
カ
ッ
プ
。
全
部
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
だ
、
と
い

う
人
も
、
朝
起
き
て
顔
を
洗
っ
た
洗
面
台
の

洗
面
器
、
道
で
踏
ん
だ
タ
イ
ル
、
そ
れ
や
き

も
の
で
す
か
ら
。
そ
う
、
や
き
も
の
は
私
た
ち

未来をつくる土のはなし。　 未来をつくる土のはなし。　 

土土を使ったを使った
ものづくりものづくりと
ライフスタイルライフスタイル

の
生
活
に
寄
り
添
っ
て
い
る
の
で
す
。
大
昔
か

ら
。土

に
水
を
加
え
て
捏
ね
て
、
高
温
で
焼
き

締
め
た
も
の
が
「
や
き
も
の
」
で
す
。
始
ま

り
は
、
焚
き
火
程
度
の
低
い
温
度
で
焼
か
れ

た
土
器
で
し
た
。
低
温
で
は
土
の
中
の
ガ
ラ
ス

成
分
が
完
全
に
溶
け
ず
、
粒
子
の
結
び
付
き

が
弱
い
の
で
、
脆
く
、
水
を
入
れ
れ
ば
浸
み

出
て
し
ま
う
多
孔
質
で
す
。
も
っ
と
丈
夫
で

防
水
性
の
あ
る
も
の
は
出
来
な
い
か
。
温
度

を
高
く
す
れ
ば
硬
く
焼
け
る
、
な
ら
ば
熱
を

逃
が
さ
な
い
よ
う
に
窯
を
作
ろ
う
、
高
温
で

も
形
が
崩
れ
な
い
粘
土
を
選
ぼ
う
…
。
そ
う

し
て
硬
く
焼
き
締
め
ら
れ
た
陶
器
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
窯
で
焼
成
す
る
時
に
降
り
か
か
る

薪
の
灰
は
、
土
中
の
ガ
ラ
ス
成
分
を
溶
か
し

出
し
、
釉ゆ

う

と
い
う
ガ
ラ
ス
の
膜
を
や
き
も
の
の

表
面
に
生
じ
ま
す
。
そ
れ
は
防
水
性
の
み
な

ら
ず
、色
ツ
ヤ
豊
か
な
装
飾
へと
発
展
し
ま
す
。

大きな壺甕を焼く登り窯。島根県 温泉津焼。
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大
切
な
種
に
悪
い
も
の
が
付
か
な
い
（
憑
か
な

い
）
ま
じ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
り
鉢
も

人
気
商
品
で
、
素
材
を
煮
る
・
焼
く
だ
け
の

調
理
か
ら
、
す
り
お
ろ
す
・
粉
を
捏
ね
る
な

ど
の
料
理
へと
発
展
し
た
の
が
こ
の
時
代
。
丈

夫
で
素
朴
な
生
活
道
具
と
し
て
、
や
き
も
の

は
各
地
で
地
産
地
消
さ
れ
ま
し
た
。

近
世
・
江
戸
時
代
は
、
釉
を
掛
け
た
や
き

も
の
が
主
役
の
時
代
で
す
。
素
朴
な
土
肌
の

甕
か
ら
、
彩
り
豊
か
で
ツ
ヤ
の
あ
る
皿
や
小
鉢

へ
。
や
き
も
の
の
活
躍
の
場
は
、
土
間
か
ら

膳
の
上
へと
移
り
ま
し
た
。
身
近
な
や
き
も
の

＝
食
器
、
と
い
う
現
代
の
感
覚
は
400

年
前
の
こ
こ
が
始
ま
り
。
こ
の
頃
に
は

白
く
て
ガ
ラ
ス
化
が
進
ん
だ
白
磁
、
そ

の
上
に
青
や
赤
の
文
様
が
描
か
れ
た
器

も
誕
生
（
こ
れ
は
現
在
の
私
た
ち
が
目

に
す
る
皿
や
カ
ッ
プ
と
変
わ
り
の
な
い

も
の
で
す
）。
原
料
は
変
わ
ら
ず
土
で

す
が
、
や
き
も
の
の
世
界
は
華
や
か
に

な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
木
桶

の
製
作
技
術
が
発
達
し
、
重
く
て
割

れ
る
壺
甕
は
運
搬
容
器
の
役
割
を
譲

る
こ
と
に
。
そ
れ
で
も
、
軽
さ
が
利
点

の
土
地
の
歴
史
と
暮
ら
し
、
そ
れ
ら
が
組
み

合
わ
さ
っ
て
各
地
の
伝
統
の
や
き
も
の
文
化

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
日
本
の
や
き

も
の
は
多
様
で
、
面
白
い
の
で
す
。
そ
れ
が
暮

ら
し
の
中
に
あ
る
っ
て
、
心
豊
か
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
せ
ん
か
。

江
戸
時
代
に
木
桶
に
対
抗
し
て
活
躍
の
場

を
守
っ
た
壺
甕
も
、
近
代
・
明
治
以
降
に
は

金
属
、
ガ
ラ
ス
と
い
う
ラ
イ
バ
ル
に
大
き
く

シ
ェ
ア
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
の
後
半
に

は
、
絶
対
主
役
だ
っ
た
食
卓
の
上
も
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
い
う
新
興
勢
力
に
脅
か
さ
れ
る
こ
と

に
。
さ
ら
に
現
代
、
そ
し
て
未
来
。
や
き
も

の
に
触
れ
ず
に
過
ご
せ
ま
す
か
？　
私
た
ち

は
首
を
横
に
振
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う

か
。
や
き
も
の
と
共
に
あ
る
暮
ら
し
を
繋
い
で

い
き
た
い
、
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

の
桶
に
対
し
て
頑
丈
で
長
持
ち
す
る
甕
が
求

め
ら
れ
る
場
は
あ
り
、
そ
れ
ら
を
焼
く
窯
は

無
く
な
り
ま
せ
ん
。赤
い
甕
、純
白
の
磁
器
皿
、

や
き
も
の
製
品
の
幅
は
広
が
り
ま
し
た
。

や
き
も
の
と
共
に
あ
る
暮
ら
し

原
料
の
土
の
性
質
は
、
や
き
も
の
の
色
の

み
な
ら
ず
形
に
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。
粘
土

の
キ
メ
細
か
さ
や
コ
シ
の
強
さ
に
よ
っ
て
作
れ

る
形
は
変
わ
り
ま
す
。
形
を
決
め
る
の
は
人

で
は
な
く
土
な
の
で
す
。
日
本
は
や
き
も
の
に

適
し
た
粘
土
が
豊
富
で
、
土
地
に
よ
っ
て
種

類
も
異
な
り
、
そ
れ
が
各
地
の
や
き
も
の
の

個
性
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
具
と
し
て

人
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
て
き
た
か
ら
、
そ
の

土
地
で
必
要
と
さ
れ
る
器
の
種
類
や
形
も
引

き
継
が
れ
ま
す
。
土
の
性
質
と
、
そ
れ
ぞ
れ

大きな甕！　徳島県 大谷焼。

その土地の土で器を作る。
原料の土、これを砕いて整えて使う。
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未来をつくる土のはなし。　 未来をつくる土のはなし。　 

テラリウム
～土と生き物のすみか～
対象  幼稚園～中学1年生

私たちの足下では日々新しい動植物が生まれ、
死に、次の命へとつながっていくプロセスが起こっ
ています。土壌の調査をしたり、実際にワラジム
シやミミズなどの生きものや植物を入れたテラリ
ウムをつくって経過を観察・記録したりしながら、
足下で起こっている命の循環に目を向けていきま
す。

文化遺産調査
対象  小学１年～中学１年生

科学は科学でも、考古学や文化人類学の領域を扱ったとてもユ
ニークなプログラム。小さな箱の中に地層を再現して発掘調査を行
うパートでは、出土品を観察しながら、それが何で、どんな意味を
もつものなのか推理し、その土地の人々が育んできた歴史や文化に
想いを馳せます。

日
本
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
日
本
の

リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
を
務
め
て
い
る
、
探
究

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
G
E
M
S
（
ジ
ェ
ム
ズ
）

の
中
に
も
土
や
そ
の
周
辺
の
事
象
に
つ
い
て

学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
身
の
回

り
に
あ
る
も
の
を
使
っ
た
実
験
や
調
査
を

通
し
て
、
幼
児
か
ら
中
高
生
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
の
年
代
に
合
わ
せ
た
土
の
探
究
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。にまつわる

プログラム

ジャパンGEMSセンター
https://japangems.org/
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　未来をつくる土のはなし。　未来をつくる土のはなし。　未来をつくる土のはなし。

石にまつわるおはなし
対象  小学 5年～中学3年生

土の素にもなる「石」について学ぶプログラム
です。岩石や鉱物の特性の違いを知り、火成岩、
堆積岩、変成岩それぞれの模型をつくることで、
岩石の成り立ちや構造について理解を深めていき
ます。巨大火山の激動から、一粒ずつゆっくりと行
われる層形成まで、石が出来上がるまでの物語を
味わいます。

たったひとつの海
対象  小学 5年～中学2年生

リンゴを地球に見立て、「地球全体の1/4の部分
は陸地」「陸地をさらに4等分した部分が食べものを
作れる土地」といったように少しずつ切り分けていき
ながら、自分たちが住んでいる土地が地球上でどれだ
け希少か、さらに海のごく一部に海洋資源が集中して
いるかという両面を体験的に学んでいきます。

太陽光とその利用
対象  小学 5年～中学3年生

太陽光が地球や生きものにどんな影響を与え
ているのかを知るために、紙で小さなモデルハ
ウスをつくり、太陽光によって温められる過程を
観察します。太陽のエネルギーについて基本的
な知識を得ることで、化石燃料を燃やすことで
生じる汚染や地球温暖化をはじめとする複雑な
問題を理解するきっかけをつくります。

にまつわる
プログラム


